
別 紙  

女川原子力発電所２号機 第１１回定期検査の状況 

（平成２３年１月分） 

１． 定期検査の進捗状況 

女川原子力発電所２号機は、平成２２年１１月６日より第１１回定期検査を実施してお

ります。 

平成２３年１月３１日現在、主な工事として燃料装荷作業を行っております。 

（添付－１  女川原子力発電所２号機  第１１回定期検査  主要点検工程表  参照） 

２．主要機器の点検状況 

主な機器の点検状況は以下のとおりです。 

（１）燃料の取替え 

５６０体ある燃料集合体にのうち１３６体を新燃料へ取替えを実施しております。なお、

今回取替える燃料については、従来の９×９燃料に加え、運転サイクル前半の核分裂を抑

える物質であるガドリニアの濃度が高い９×９燃料も採用する計画としております。 

 

（２）配管減肉に係る検査 

原子炉系およびタービン系の配管約９７０箇所について、肉厚測定検査を実施しており

ます。 

 

（３）原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事 

残留熱除去系配管の一部である原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管（原子炉停止時に原

子炉上部に大きな熱の力が発生することを防止するため原子炉上部を冷却する系統）につ

いて、混合ガス（水素・酸素）が蓄積・滞留することを防止するため、混合ガスを逃すた

めのベント配管の設置を実施しております。 

 

（４）プロセス計算機更新工事 

計算機システム機器の経年劣化に伴う故障を未然に防止し、システムの安定稼動を維持

するため、プロセス計算機システムの更新を実施しております。 
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３．トラブルに該当しないひび、傷等の状況について 

（１）トラブルに該当しない「ひび」、「傷」等の軽度な事象はありませんでした。 

（２）既報告の主要機器の点検で、補修等の作業が終了したものは下表のとおりです。 

  （詳細については、添付－２参照） 

報告時期、報告No． 件    名 作業終了日 備 考 

平成２２年１１月分 

Ｎｏ．１（改） 

発電機固定子巻線の漏えい試

験における基準値を上回る漏

えい量の確認について 
１月１９日 添付－２－１

平成２２年１２月分 

Ｎｏ．１（改） 

蒸気タービン車室および隔板

における指示模様について １月６日 添付－２－２

 

以 上 



女川原子力発電所２号機　第１１回定期検査　主要点検工程表

年　月 平成２２年１１月 平成２２年１２月 平成２３年１月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87

定期検査開始

▼

原子炉開放 プロセス計算機更新工事

燃料取出 燃料装荷

原子炉開放 出力領域モニタ取替 炉内ISI 原子炉再開放

制御棒取替 原子炉仮復旧

燃料取扱装置機能検査 燃料取出 燃料装荷

主蒸気隔離弁分解点検

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

プロセス計算機更新工事

－
 
3
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

71

電 気 設 備

そ の 他

6

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．１（改）   （平成２２年１１月分）

号 機 ２号機 定 期 検 査 第１１回定期検査 

件 名 
発電機固定子巻線の漏えい試験における基準値を上回る漏えい量の確認について 

（対応結果）

月 日 平成２２年１１月２２日（月） 発  生 発  見 確  認 

場 所 タービン建屋 設 備
発電機固定子巻線

冷却水系 
設備区分 その他の系統 

設 備 概 要 
発電機固定子巻線冷却水系は、純水を固定子巻線内の空洞部に供給し、固定子巻線

の冷却を行う系統です。 

所 見 

・ 発電機固定子巻線※１の漏えい試験※２の結果、基準値を上回る漏えい量※３を確認し

ました。（１１月２２日） 

・ 調査の結果、固定子巻線の一箇所に極微小な穴による漏えいを確認しました。（１

月１４日） 

・ 原因は、製作時の溶接が不十分な箇所が腐食し、経年により漏えいに至ったもの

と推定しました。 

・ 漏えいが確認された箇所について、溶接補修を行いました。（１月１６日） 

・ 漏えい試験を行い、問題ないことを確認しました。（１月１９日） 
※１ 発電機固定子巻線とは、タービンの回転を受けた回転子から電気を発生させる巻線であり，鉄心

の溝に７２列納められている。 

※２ 発電機固定子巻線の漏えい試験とは、固定子巻線の冷却を行う冷却水の流路において、漏れがな

いことを確認するために、空気によって固定子巻線内を加圧し、24 時間放置した後の空気の漏れ

量から漏えいの有無を確認する試験である。 

※３ 試験における空気の漏えい量（判定基準：11.3ℓ/日以下） 

【試験結果】 １回目：57.2ℓ/日 ２回目：39.1ℓ/日 

 

タ
ー
ビ
ン
側 

発電機概略図 

冷却器

固定子冷却水ポンプ

貯水槽

タービン

復水器

発電機

～
原
子
炉
圧
力
容
器

系統概略図

漏えい箇所 

添付－２－１

発電機側面図 

約 17m 

約 8m 
約 6m 

冷却水 
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定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．１（改）   （平成２２年１２月分）

号 機 ２号機 定 期 検 査 第１１回定期検査 

件 名 蒸気タービン車室および隔板における指示模様について（対応結果） 

月 日 平 成 ２２年 １２月 ４日 （土 ）～２０日 （月 ） 発  生 発  見 確  認

場 所 タービン建屋 設 備 蒸気タービン 設備区分 それ以外の系統

設備概要 
蒸気タービン設備は、高圧タービン１台と低圧タービン２台で構成されてお

り、原子炉で発生した蒸気でタービンを回して発電機を回転させる設備です。  

所 見 

・ 蒸気タービン開放検査において、低圧タービン（Ｂ）および高圧タービンの

溶接部等について浸透探傷検査※を実施したところ、下表のとおり判定基準

（線状で１ｍｍ、円形で４ｍｍ）を超える指示模様を発見しました。 

（平成２２年１２月４日～２０日）

 

・ 確認された指示模様は、製造過程で内部に生じた気泡等が蒸気流によって浸

食され、表面に現れたものであり、異常なものではありません。 

・ 低圧タービン（Ｂ）における指示模様が発見された部位について、傷の除去、

溶接補修を実施し、浸透探傷検査の結果、異常がないことを確認しました。 

（平成２２年１２月２０日～２８日）

・ 高圧タービンにおける指示模様が発見された部位について、傷の除去、溶接

補修を実施し、浸透探傷検査の結果、異常がないことを確認しました。 

（平成２３年１月５日～６日）

※ 浸透探傷検査とは非破壊検査の一種で、探傷剤を使用して傷を見つける検査。 

 

指示模様の大きさ 
確認箇所 箇 所 数 

線状（長さ） 円形（直径）

内部車室 ４２ 
約４mm～ 

約４０mm 

約５mm～ 

約２０mm 

外部車室 ８  
約６mm～ 

約１５mm 

低圧 

タービン（B） 

隔板 １ 約１８mm  

高圧 

タービン 
隔板 １ 約８mm  

添付－２－２
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タービン概略図 

外部車室（上半部）

外部車室（下半部）

給水ポンプ 

内部車室（下半部）

内部車室（上半部）

 

原子炉格納容器内側 

原子炉圧力容器 

復水ポンプ 

復 水 器 

 

復 水 器 

発電機 

 

高圧タービン 低圧タービン（Ａ） 

上半部 

下半部 

低圧タービン（Ｂ） 

車室（上半部） 

車室（下半部） 

上半部 

下半部 

 

約
６
．
０
ｍ 

約
６
．
５
ｍ

約１０．５ｍ 

約６．０ｍ 

約
５
．
０
ｍ 

約６．５ｍ 
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低圧タービン（B）内部車室上半部外側

発電機側 

高圧タービン側 

高圧タービン側 

発電機側 

：指示模様を確認した部位

右側

左側 

左側

右側 
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：指示模様を確認した部位 

低圧タービン（Ｂ）外部車室上半部

発電 

機側 

  低圧タービン（Ｂ）内部車室下半部内側

発電 

機側 

低圧タービン（Ｂ）隔板および噴口（上半部）

低圧タービン（Ｂ）内部車室上半部内側
 

発電 

機側 

 

高圧タービン隔板および噴口（下半部） 

高圧 

タービン側 

高圧 

タービン側 

高圧 

タービン側 

噴口（ノズル） 

隔板 
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